
【ギャップを解消する打ち手（＝重点課題）】

①②あるべき姿の実現に向けて、現状⇒成行きとのギャップを明らかにする。

③④ギャップを認識し、ギャップを生み出している問題点を抽出する。

⑤問題を克服するための、重点課題（打ち手）を考える。

⑥～⑩重点課題ごとに、「測定指標」「算定式」「現状数値」「目標数値」「アクションプラン（現状⇒今後）」を整理する。

⑥Checkを可能にするために「測定指標」を明らかにしておく。

⑩行動の変化を明らかにするために、アクションプランの現状と今後を明らかにする。

ご不明な点は、info@growthen.co.jp までお問い合わせください。
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